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  （百万円未満切捨て） 

１．平成29年３月期第２四半期の連結業績（平成28年３月21日～平成28年９月20日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率） 
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

29年３月期第２四半期 37,272 △3.3 1,724 19.9 804 △28.5 319 △36.8 

28年３月期第２四半期 38,562 22.5 1,438 215.5 1,124 190.2 504 － 
 
（注）包括利益 29年３月期第２四半期 906 百万円 （△18.5％）  28年３月期第２四半期 1,112 百万円 （－％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

29年３月期第２四半期 9 11 － 

28年３月期第２四半期 14 42 － 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

29年３月期第２四半期 82,168 21,693 23.2 543 96 

28年３月期 80,504 20,916 22.7 522 52 
 
（参考）自己資本 29年３月期第２四半期 19,045 百万円   28年３月期 18,295 百万円 

 

２．配当の状況 

 
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

28年３月期 － － － 3 00 3 00 

29年３月期 － －      

29年３月期（予想）     － 3 00 3 00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

 

３．平成29年３月期の連結業績予想（平成28年３月21日～平成29年３月20日） 

  （％表示は、対前期増減率） 
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 72,500 △1.2 2,200 △26.0 1,000 △45.8 350 △46.9 10 00

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有 

連結業績予想の修正につきましては、本日（平成28年10月24日）公表いたしました「業績予想の修正に関するお知
らせ」をご覧ください。 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有 

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無 

③  会計上の見積りの変更                        ：無 

④  修正再表示                                  ：無 

（注）詳細は、添付資料３ページ「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（３）会計方針の変更・会計上の

見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 29年３月期２Ｑ 36,295,543 株 28年３月期 36,295,543 株 

②  期末自己株式数 29年３月期２Ｑ 1,283,576 株 28年３月期 1,280,829 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 29年３月期２Ｑ 35,013,848 株 28年３月期２Ｑ 35,018,634 株 

 

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時

点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表に対するレビュー手続は終了しておりません。 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

（将来に関する記述等についてのご注意） 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての

注意事項等については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予

測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、為替相場が円高に進行している影響を受けつつも、企業の設

備投資は堅調に推移しました。一方、個人消費の回復には足踏みがみられ、新興国経済の下振れリスクや英国のＥ

Ｕ離脱問題など、先行きにつきましては依然として不透明な状況が見込まれます。 

このような状況のなか、当社グループは、当期を初年度とする中期経営計画（第82期～第84期）『Next Stage 

ISHIZUKA 84』をスタートさせました。この中期経営計画は、「グループ総合力の結集」をコンセプトとし、営業

利益の安定的確保・有利子負債の削減・グループを横断した機能強化に向け取り組んでおります。 

売上高につきましては、ＰＥＴボトル用プリフォームは、主要ユーザー向けの販売が好調であったことなどによ

り伸張しましたが、ガラスびん、ハウスウェア、紙容器及び産業器材は伸び悩み、売上高は37,272百万円（前年同

四半期比3.3％減）となりました。利益につきましては、グループを挙げてのコスト削減に加えて、ＬＮＧ及び電

力を中心としたエネルギー価格が低下し、営業利益は1,724百万円（前年同四半期比19.9％増）となりましたが、

為替相場の変動に伴う外貨建資産・負債に関する為替差損の計上があり、経常利益は804百万円（前年同四半期比

28.5％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は319百万円（前年同四半期比36.8％減）となりました。 

 

セグメントの業績は、次のとおりであります。 

 

ガラスびん関連 

ガラスびんは、飲料水びんの新製品が出荷を伸ばしましたが、昨年のテレビドラマ効果で好調だったウイスキー

びんの出荷が大きく落ち込み、売上高は9,192百万円（前年同四半期比4.5％減）となりました。 

 

ハウスウェア関連 

ガラス食器は、前期に好調であった企業向け景品受注が減少したことにより売上高が減少しました。陶磁器は、

国内事業は堅調でしたが、海外事業のホテル・レストラン及びエアライン向けの受注が減少したことにより売上高

が減少し、セグメント全体の売上高は7,562百万円（前年同四半期比14.4％減）となりました。 

 

紙容器関連 

紙容器は、市場の全体的な需要低迷により出荷数量が伸び悩むなか、前期にあった小型カートン用充填機の販売

もなかったことにより、売上高は4,083百万円（前年同四半期比6.8％減）となりました。 

 

プラスチック容器関連 

プラスチック容器は、新規受注の獲得などにより主要ユーザー向けの販売が好調であったことに加え、前期に立

ち上げた新ラインが年初からフル稼働し需要の増加に対応できたことにより、売上高は13,746百万円（前年同四半

期比5.7％増）となりました。 

 

産業器材関連 

産業器材は、ＩＨクッキングヒーター向けトッププレート及びヒーター用工業材料の受注が減少したことによ

り、売上高は927百万円（前年同四半期比5.8％減）となりました。 

 

その他 

抗菌剤は、欧州をはじめとする海外での販売が順調に拡大していますが、昨年の一部地域での採用拡大に伴う大

口受注の反動もあり、売上高は減少しました。一方、金属キャップなどは出荷を伸ばし、売上高は1,759百万円

（前年同四半期比1.7％増）となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ

1,623百万円増加し、5,546百万円となりました。 

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果増加した資金は、4,182百万円（前年同四半期は526百万円の資金増加）となりました。資金増加

の主な要因は、税金等調整前四半期純利益、減価償却費及び仕入債務の増減額等によるものです。 

一方、資金減少の主な要因は、法人税等の支払額等によるものです。 
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（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果使用した資金は、1,883百万円（前年同四半期は636百万円の資金増加）となりました。これは主

に、有形固定資産の取得による支出によるものです。 

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果使用した資金は、439百万円（前年同四半期は1,294百万円の資金減少）となりました。資金増加

の主な要因は、長期借入れによる収入及び社債の発行による収入によるものです。 

一方、資金減少の主な要因は、長期借入金の返済による支出及び短期借入金の純増減額によるものです。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成29年３月期通期の連結業績予想につきましては、最近の業績動向を踏まえ、平成28年４月25日に公表いたし

ました業績予想を修正しております。詳細につきましては、本日（平成28年10月24日）公表いたしました「業績予

想の修正に関するお知らせ」をご覧ください。

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

当第２四半期連結会計期間において、石塚玻璃（香港）有限公司は清算結了したため、連結の範囲から除外して

おります。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

（企業結合に関する会計基準等の適用）

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基

準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号平

成25年９月13日）等を第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から

非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計期

間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

 

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対

応報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物

附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

なお、この変更により損益に与える影響は軽微であります。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月20日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成28年９月20日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 3,923 5,546 

受取手形及び売掛金 12,552 12,588 

有価証券 100 － 

商品及び製品 12,419 12,118 

仕掛品 948 843 

原材料及び貯蔵品 4,854 4,517 

その他 1,560 1,586 

貸倒引当金 △4 △1 

流動資産合計 36,354 37,199 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 8,026 7,778 

機械装置及び運搬具（純額） 7,661 7,611 

土地 15,784 15,784 

その他（純額） 4,861 5,404 

有形固定資産合計 36,333 36,578 

無形固定資産 350 309 

投資その他の資産    

投資有価証券 6,343 6,648 

その他 1,079 1,384 

貸倒引当金 △22 △30 

投資その他の資産合計 7,400 8,002 

固定資産合計 44,083 44,890 

繰延資産 66 78 

資産合計 80,504 82,168 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月20日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成28年９月20日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 6,522 7,446 

短期借入金 14,770 13,726 

1年内償還予定の社債 933 1,279 

未払法人税等 705 353 

賞与引当金 722 724 

関係会社整理損失引当金 27 23 

その他 6,104 6,330 

流動負債合計 29,785 29,885 

固定負債    

社債 2,752 2,862 

長期借入金 13,347 13,803 

役員退職慰労引当金 62 64 

汚染負荷量引当金 428 412 

厚生年金基金解散損失引当金 8 8 

退職給付に係る負債 6,190 6,125 

その他 7,012 7,311 

固定負債合計 29,802 30,589 

負債合計 59,588 60,474 

純資産の部    

株主資本    

資本金 5,911 5,911 

資本剰余金 4,149 4,149 

利益剰余金 2,142 2,356 

自己株式 △287 △288 

株主資本合計 11,915 12,128 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 2,086 2,175 

繰延ヘッジ損益 △111 △137 

土地再評価差額金 5,201 5,338 

為替換算調整勘定 62 332 

退職給付に係る調整累計額 △859 △792 

その他の包括利益累計額合計 6,380 6,916 

非支配株主持分 2,620 2,648 

純資産合計 20,916 21,693 

負債純資産合計 80,504 82,168 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年３月21日 

 至 平成27年９月20日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年３月21日 
 至 平成28年９月20日) 

売上高 38,562 37,272 

売上原価 31,103 29,562 

売上総利益 7,458 7,710 

販売費及び一般管理費 6,020 5,986 

営業利益 1,438 1,724 

営業外収益    

受取利息 5 3 

受取配当金 54 59 

受取賃貸料 78 76 

その他 48 98 

営業外収益合計 186 237 

営業外費用    

支払利息 272 237 

為替差損 37 703 

その他 190 216 

営業外費用合計 500 1,157 

経常利益 1,124 804 

特別損失    

関係会社整理損 17 － 

厚生年金基金解散損失引当金繰入額 8 － 

固定資産除却損 － 41 

特別損失合計 25 41 

税金等調整前四半期純利益 1,098 762 

法人税、住民税及び事業税 283 312 

法人税等調整額 220 40 

法人税等合計 504 353 

四半期純利益 594 409 

非支配株主に帰属する四半期純利益 89 90 

親会社株主に帰属する四半期純利益 504 319 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年３月21日 

 至 平成27年９月20日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年３月21日 
 至 平成28年９月20日) 

四半期純利益 594 409 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 250 45 

繰延ヘッジ損益 △67 △20 

為替換算調整勘定 50 269 

土地再評価差額金 282 136 

退職給付に係る調整額 1 66 

その他の包括利益合計 518 496 

四半期包括利益 1,112 906 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 954 854 

非支配株主に係る四半期包括利益 157 51 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年３月21日 

 至 平成27年９月20日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年３月21日 
 至 平成28年９月20日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 1,098 762 

減価償却費 2,148 2,118 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △0 5 

賞与引当金の増減額（△は減少） 62 5 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 19 1 

汚染負荷量引当金の増減額（△は減少） △15 △15 

厚生年金基金解散損失引当金の増減額（△は減

少） 
8 － 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 3 58 

受取利息及び受取配当金 △59 △62 

支払利息 272 237 

為替差損益（△は益） 11 571 

有形及び無形固定資産除売却損益（△は益） 13 56 

関係会社整理損 17 － 

売上債権の増減額（△は増加） △2,103 △49 

たな卸資産の増減額（△は増加） △66 631 

未収入金の増減額（△は増加） △59 118 

前渡金の増減額（△は増加） 151 △35 

仕入債務の増減額（△は減少） 1,109 1,031 

割引手形の増減額（△は減少） △42 △54 

未払費用の増減額（△は減少） 329 △220 

その他 △95 △79 

小計 2,802 5,080 

利息及び配当金の受取額 60 62 

利息の支払額 △278 △236 

関係会社整理損の支払額 △15 － 

法人税等の支払額 △2,042 △724 

営業活動によるキャッシュ・フロー 526 4,182 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の払戻による収入 850 150 

有価証券の売却による収入 1,700 100 

有形固定資産の取得による支出 △1,884 △1,616 

有形固定資産の売却による収入 0 3 

投資有価証券の取得による支出 △10 △298 

貸付けによる支出 △25 △249 

貸付金の回収による収入 1 25 

その他 6 2 

投資活動によるキャッシュ・フロー 636 △1,883 
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    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年３月21日 

 至 平成27年９月20日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年３月21日 
 至 平成28年９月20日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） △100 △760 

長期借入れによる収入 3,810 2,530 

長期借入金の返済による支出 △3,275 △2,356 

社債の発行による収入 1,292 973 

社債の償還による支出 △3,297 △543 

セール・アンド・リースバックによる収入 956 372 

リース債務の返済による支出 △471 △525 

自己株式の取得による支出 △0 △0 

配当金の支払額 － △105 

非支配株主への配当金の支払額 △209 △24 

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,294 △439 

現金及び現金同等物に係る換算差額 12 △236 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △119 1,623 

現金及び現金同等物の期首残高 3,504 3,923 

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,384 5,546 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成27年３月21日 至 平成27年９月20日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

                  （単位：百万円） 

  報告セグメント 

その他

（注１） 
合計 

調整額

（注２） 

四半期連 

結損益計 

算書計上 

額 

（注３） 

 
ガラス 

びん関連 

ハウスウ 

ェア関連 

紙容器 

関連 

プラスチ 

ック容器 

関連 

産業器材

関連 
計 

売上高                    

外部顧客への売上高 9,623 8,835 4,381 13,006 984 36,831 1,731 38,562 － 38,562 

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
0 13 － 303 － 316 2,919 3,236 △3,236 － 

計 9,623 8,849 4,381 13,309 984 37,148 4,650 41,799 △3,236 38,562 

セグメント利益 178 115 14 965 78 1,351 86 1,438 0 1,438 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、当社及び子会社の一部の事業を含

んでおります。

２．セグメント利益の調整額０百万円には、たな卸資産の調整額０百万円、その他が△０百万円含まれておりま

す。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成28年３月21日 至 平成28年９月20日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

                  （単位：百万円） 

  報告セグメント 

その他

（注１） 
合計 

調整額

（注２） 

四半期連 

結損益計 

算書計上 

額 

（注３） 

 
ガラス 

びん関連 

ハウスウ 

ェア関連 

紙容器 

関連 

プラスチ 

ック容器 

関連 

産業器材

関連 
計 

売上高                    

外部顧客への売上高 9,192 7,562 4,083 13,746 927 35,512 1,759 37,272 － 37,272 

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
0 13 － 278 － 292 2,883 3,175 △3,175 － 

計 9,192 7,576 4,083 14,025 927 35,804 4,643 40,448 △3,175 37,272 

セグメント利益 190 93 88 1,245 43 1,661 65 1,727 △2 1,724 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、当社及び子会社の一部の事業を含

んでおります。

２．セグメント利益の調整額△２百万円には、たな卸資産の調整額△２百万円、その他が△０百万円含まれており

ます。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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